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書 評 『デザイ ン理論』37/1998

石 田潤 一・郎 ・中川 理 編 『近 代 建 築 史 』

昭和堂1998年230ペ ージ

藤田治彦/大 阪大学

「地球が丸いことを我が目で確かめるため

には,人 間は宇宙空間まで離れる必要がある。

過去のできごともまた,時 間が経過 したとき

にこそ,わ れわれの前に全貌を示 して くれる。

今,進 行 している事象がどんな意味をもって

いるのか,ほ ん とうのところはだれにも判 ら

ない。近い過去を対象とする歴史研究がむつ

か しい理由はそこにある。」(『近代建築史』

はしがきより)

近過去を対象 とする歴史研究者が地球を相

手に近代史を著そうとするとき,こ の国では

一層の困難があるように思 う。欧米で書かれ

る近代史 も,欧 米だけを大きく取 り上げ,い

びっな地球を描いているのが常だが,そ れで

も膨張 している部分が大西洋周辺に限 られて

いるだけ,ま だわかりやすい。日本でそれを

やると丸い地球に突起がふたっできて しまい,

これが地球か,と いう結果になる場合が多い。

そのような困難にあえて挑戦 したのが本書で

ある。全体の構成 は次のようになっている。

1産 業革命と建築

一 工業化時代の建築と技術 一

II日 本における西洋理築の受容

皿 都市の近代的再編

一 都市改造 と都市計画 一

IV19世 紀末の造形運動

V前 衛の運動

一 未来派,ロ シア構成主義,

デ ・ステイルー

VI表 現主義の建築とその時代

孤 アメリカにおける近代建築の形成

皿 近代主義建築の成立

D(近 代建築運動の拡がり

X歴 史様式とアール ・デコ

XI近 代主義の成熟と変容

XII近 代への懐疑 一 地域,環 境,伝 統 一

XI[1建 築のポス ト・モダン

日本の近代建築は,前 か ら順に,第 皿章の

全部,第 皿章の一部,第VI章 の一部,そ して,

やはり一部ずつではあるが,第D(,X,XI,

XII,XIIIの 後半の5章 すべてにおいて扱わ

れている。っまり,根 となる第1章 で西洋を

扱ったのちに,第II章 のすべてを日本にあて,

それ以後の幹の部分では西洋に所々日本を交

え,後 半では枝葉が大 きく拡がるように毎章,

多かれ少なかれ,日 本の近代建築に関する記

述を入れるという構成になっている。従来は,

欧米の近代建築と日本の近代建築をはっきり

分けて しまい,第1部 が欧米,第2部 が日本,

といった構成を採用する近代建築史のほうが

好まれた。執筆あるいは編集する側にとって

も,ど こに日本の何を入れ,ど うやってそれ

を再び西洋の話に戻すか,な どと迷 う必要が

なく,そ れが安全確実な構成だったのだろう。

第皿章では,エ ベネザー ・ハワー ドらの田

園都市に続いて,大 阪や東京の郊外住宅地開

発が紹介されている。第VI章 では,分 離派建

築会などを中心に,日 本における表現主義建

築の消長が詳説されている。本書全体のヴォ

リュームか らすればやや大きすぎるかと思わ

れるほどだが,こ の日本の表現主義としか呼

びようのない思潮は,日 本の近代建築にとっ

て重要な意味をもっていた。第1X章 では,そ

の章 タイ トル通 り,ご く自然な形で 「日本の
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近代運動」として,そ の他の諸国の近代運動

と比較 しなが ら,日 本の動向が概説 されてい

る。第X章 ではモダニズムとしては記述 しき

れない両次大戦間の近代建築が考察の対象 と

されている。なかなか書きにくい部分である

と同時に,重 要な一章でもあろう。欧米 も日

本も,近 代建築か ら一気に戦後の現代建築へ

と移行 したわけではない。先日,両 次大戦間

をお もな活動時期としたある建築家の書斎を

訪れ,そ の蔵書を見せていただ く機会があっ

たが,あ らためてそのことを強 く感 じた。あ

のころの建築家は,こ の平成の時代に生きる

私たちよりも海外の情報に敏感だった。多 く

の建築家が,勉 強好きな人ほど多数,イ ギ リ

ス,フ ランス,ド イツ,そ してアメリカの建

築雑誌を定期購読 していた。そ して,そ れ ら

の雑誌はいわゆるモダニズム建築だけを掲載

していたのではまったくない。む しろ,モ ダ

ニズムは例外で,ほ とんどは第X章 で扱われ

ているような近代建築を毎号毎号紹介 してい

たのである。

全体を通読 してみると,例 えば,ヨ ーロッ

パのアール ・ヌーヴォーやゼツェッションか

ら,武 田五一が登場するまで,結 果的に100

ページほどの紙数が費やされ,時 代が前へ後

へと行き来 しているように感 じられる部分 も

あるのだが,そ れは上述のような大きな骨組

み作 りのうまさからすれば,小 さなことだろ

う最後の数章では,日 本の現代建築について

の記述が大 きな割合を占め,ま さに,大 きく

拡がった枝葉に花を咲かせる印象である。

本書は40歳代半ばまでという若い(た だし

知識豊かな)研 究者たちによって執筆された

ものだが,現 代建築に主体的興味をもった一

層の若手を加えることによって可能になった

全体の仕上りであろう。やや手放 し気味の現

代建築評価かなと感 じられる読者 もあるかも

しれないが,建 てて初めて成 り立つ建築史で

ある。現代建築になるにつれて次第に大きく

なる日本の扱いは,本 書の編集上の特徴のひ

とっであると同時に,日 本の経済成長の反映

でもあった。環境的に問題 となるプロジェク

トを手掛ける建築家は残念ながら多 く,そ の

辺の批判 も重要だろう。ただし,木 を枯 らし

てはいけない一方,枯 れ木に花を咲かせるぐ

らいの努力が必要なことも事実である。その

ような思考形態が有効なのか,も はや無効な

のか,結 果はまだ見えてこない。これは,学

としての近代建築史のジレンマである。 「建

築を学ぶ一環 としての近代建築史は,認 識の

ための学であるとともに,蓄 積されてきた造

形言語を知 り,価 値観のありように目を開 く

という実践的な役割 も担 っている」と 『近代

建築史』のはしがきは述べている。

紙数の制限もあり,欧 米の近代建築を扱っ

た部分それぞれにっいての紹介はできないが,

本書の充実ぶりは,主 要国だけではなく,そ

れ以外の世界各国の近代建築の歴史を専門と

する若い研究者が次々と現われることによっ

て可能になったものでもある。本書ではその

近代建築の全貌を示すという役割上,そ れぞ

れの研究者に,そ の力を充分に発揮する紙数

を与えるわけにはいかなかっただろうが,豊

富な知識と実地の体験に裏打ちされ,各 章は

それだけ濃縮された概説となっている。

編者が 「はしがき」で述べているように,

工業化社会の出現によって成立 した 「近代建

築が包含 している発見性と独善性」,そ れが

もた らした 「精華と破綻」,そ して複雑で巨

大な 「昨日」の姿を,こ の若い世代が協力 し

て書 き上げた 「近代建築史』は充分に描き出

している。図版は鮮明でほどよくレイアウト

されており,編 者ならびに担当者の努力がこ

こにも現われている。上記の編者を除く執筆

者は,梅 宮弘光,笠 原一人,川 島洋一,小 林

正子,末 包伸吾,千 代章一郎,田 中禎彦,中

嶋節子,本 田昌昭の諸氏である。
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